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東 経 連 情 報 

2023 年 12 月 25 日 

東経連の 2023 年アジア圏向け農水産物輸出実績について 

－ 香港、マレーシア、台湾に向けて計7産品を輸出 － 

 

 一般社団法人東北経済連合会（会長：増子次郎 以下、東経連）では、2019 年から東

北・新潟の農水産物・食品の輸出拡大に取り組んでおり、今年で 4 年目となりました。 

 2023 年のアジア圏向け輸出の概要や今後の取り組みの方向性を取りまとめましたので、

お知らせいたします。 

 

1.輸出実績（時系列別） 

2 月～ 

7 月～ 

9 月 

10 月 

11月～ 

山形県産啓翁桜（香港向け） 

山形県産メロン（香港向け） 

新潟県産メロン（香港向け） 

青森県産キャベツ（香港向け） 

岩手県産キャベツ（香港向け） 

宮城県産魚肉ソーセージ 

（マレーシア向け） 

宮城県産仙台牛（台湾向け） 

宮城県産サツマイモ（香港向け） 岩手県産米（香港向け） 

継続案件 

新規案件 

訂正：1ページ目右下の岩手県産米（マレーシア向け）を（香港向け）に訂正いたします。 
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2.新たな取り組み 

■山形県の「啓翁桜」、宮城県の「仙台牛」、岩手県の「江刺米」の 3 品目を輸出に繋げる

ことが出来ました。また、輸出先に初めて台湾が加わり、計 3 ヶ国となりました。 

■需要がありながらも十分な対応が出来ていなかった香港向け「赤肉メロン」について、

これまでの山形県産に加え、今年初めて新潟県産メロンの輸出が実現できたことで、供

給力確保が図られました。なお、新潟県産品の輸出は、東経連として初めての実績です。 

■集荷力と検品作業に課題があり需要に応えられなかった「キャベツ」について、卸売事

業者である八戸中央青果（株）がこの問題を解決し、青森・岩手両県産のキャベツを初

めて輸出することが出来ました。 

■九州農水産物直販(株)（以下、九直）のプライベートブランド（以下、PB）として日本

産米を輸出したいと相談があり、大手卸売事業者である木徳神糧（株）の協力で岩手江

刺農業協同組合を紹介頂き、初めて東北・新潟県産米の輸出が実現しました。 

■地域インフラの活用と物流の 2024 年問題を踏まえ、宮城県産サツマイモの輸出に際し

て、京浜地区港湾までの輸送をこれまでのトラックから仙台塩釜港からの船便に切り替

えました。 

 

3.品目別の概要・今後の方向性 

（1）啓翁桜 山形県【2 月～3 月】 

【概要】 

・香港のスーパーから「ピンクをコンセプトにした売り場を作りたい」という要望が

あり、東経連が九直と JA 全農山形を結び付けることにより、今年初めて実現しま

した。計 5 回の輸出を行い大好評を博しました。 

【今後の方向性】 

・メロン同様、定番商品となるよう継続取引を目指します。 

 

（2）メロン 山形県【7 月】 

 【概要】 

・2019 年に東経連が九直と山形県国際経済振興機構、および JA 全農山形との商談を

仲介したことにより、香港への輸出が実現しました。これが東経連の輸出事業の最

初のプロジェクトとなりました。 

・その後も取引が継続され、「夏のメロンは山形」としてブランド化・定番商品にな

っています。九州産メロンの旬が 6 月で終わることから、夏に旬を迎える東北産が

商品をつなぐ、いわゆるリレー出荷が実現しました。 

【今後の方向性】 

・安定した継続取引につながっており、この状況の維持とともに、香港で特に人気の

ある赤肉メロンの生産者を更に発掘し、供給力確保を図ります。 

 

（3）メロン 新潟県 【7 月】 

 【概要】 

  ・山形県産メロンと同様、九州で旬が終わった夏場に香港で人気のある赤肉メロンを

出荷できる生産者を探していたところ、新潟商工会議所等の協力により新潟市の
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（株）眞田農園を紹介頂き、東経連が同社と九直を繋げることにより、新潟県産メ

ロンの香港への輸出が今年初めて実現しました。 

 【今後の方向性】 

 ・今年のトライアル輸出は、香港のスーパー店頭への陳列後、即完売と成功したこと

から、来年の本格輸出に向けてサポートを行い、供給力確保に繋げていく考えです。 

 

（4）キャベツ 青森県 岩手県【7 月～10 月】 

 【概要】 

  ・キャベツの輸出は、香港で大きな需要があるものの、東北においては集荷力と検品

作業（害虫駆除等）に課題があり、大きな展開につながらない状況にありました。 

・今年に入り、農林中央金庫仙台支店より、集荷力と検品体制が整っている八戸中央

青果（株）の紹介を受け、東経連が同社と九直を繋げることにより、安定したキャ

ベツの輸出を実現することができました。 

 【今後の方向性】 

・八戸中央青果との連携を強化することにより、輸出拡大を目指します。 

  ・八戸中央青果は、多くの集荷量が見込めるキャベツ輸出の北東北の拠点になり得る

ことから、今後は八戸港から京浜地区港湾への船便利用による輸出も検討します。 

 

(5) 仙台牛 宮城県【7 月～】 

 【概要】 

・従来、和牛の輸出では、生産者側が「一頭買い」（一頭分の精肉）を希望するのに

対し、販売側は「部位買い」（特定部位の精肉）を求めるというミスマッチや、生

産者側の供給安定性等が課題としてありました。 

・東経連が日本ハム（株）と JA 全農みやぎを結び付けることにより、食肉業界大手

の日本ハムがその高い販売力を活かして「一頭買い」を確約するとともに、全農み

やぎを通して肥育農家からの供給量を確保することにより、初めて和牛の台湾への

輸出が実現しました。 

【今後の方向性】 

・初回の 7 月から 3 か月間輸出されましたが、その後の売れ行きも良く、10 月以降

12 月までさらに 3 か月の輸出が確定しています。今後も安定した供給量の確保、お

よび取引の継続・拡大に向けサポートして参ります。 

 

（6）魚肉ソーセージ 宮城県【9 月】 

 【概要】 

 ・九直より「ハラル対応商品をイスラム教徒が多いマレーシアに輸出したい」との要

望があり、（株）三井住友銀行の協力を得て、宮城県気仙沼市の（株）阿部長商店

およびグループ企業の（株）大興商事を九直に仲介し輸出が実現しました。 

・2021 年の初回輸出から評判がよく、3 年連続の継続輸出につながっています。 

 【今後の方向性】 

  ・安定的な取引につながっている特長ある商材の一つであることから、今後もサポー

トして参ります。 
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（7）米 岩手県【10 月～】 

 【概要】 

・九直より「日本米を九直の PB 商品として輸出したい」と東経連に相談があり、各

県の協力を得て生産者情報の収集を行いました。 

・しかし、九直が①真空パック包装商品を求めていたこと、②PB 商品化にあたって大

量の輸出米が必要なこと、の 2 つの課題があり、各県から紹介のあった生産者から

の輸出は実現しませんでした。 

・その後、米の大手卸売事業者である木徳神糧（株）の協力により、2 つの課題への

対応が可能な岩手江刺農業協同組合を紹介頂き、10 月から九直の PB として香港へ

の輸出が始まりました。東経連が取り組む輸出事業で初めて米の輸出が実現しまし

た。 

 【今後の方向性】 

 ・今後の取引継続・拡大に期待するとともに、他県産米の輸出実現に向け、今後も関

係箇所との情報交換を続けて参ります。 

 

（8）サツマイモ 宮城県【11 月～】 

 【概要】 

  ・東日本大震災の津波の被災地を開墾した農地（約 120ha）でサツマイモ等の栽培を

行う宮城県山元町の（株）やまもとファームみらい野（以下、やもとファーム）で

は、サツマイモの販路が確立されておらず、年々栽培面積を減らしてきた経緯があ

りました。 

・東経連が 2020 年に実施した商談会で、やまもとファームに九直を紹介することに

より、2021 年 2 月に香港へのサツマイモのトライアル輸出が実現しました。その結

果、香港のスーパーで「甘くておいしい」と大好評を博し、年々輸出量が拡大して

います。 

・2023 年からは、仙台塩釜港からの輸出を開始しています。これは、従来のトラック

輸送を船便利用に切り替えたもので、全体工程の見直しによってリードタイムの短

縮（13 日以上から約 8 日間へ）が図られたことから、地元港湾の利用が可能になり

ました。 

 【今後の方向性】 

 ・香港などアジアで人気のサツマイモの輸出拡大に向けて、やまもとファームとの連

携を強化するとともに、同ファームとの輸出事業で得た収穫・保管・搬送等の知見

を活かし、新たな生産者の発掘等に取り組みます。 

・地域インフラの活用と物流の 2024 年問題を念頭に、他地域での今後の輸出事業に

おける地元港湾等の活用を指向していきます。 

 

当会では、引き続き関係機関との連携により、魅力ある東北・新潟産品の輸出拡大を支

援し、当会のビジョン「わきたつ東北」実現の加速化につなげてまいります。 

以 上 

【本件担当】(一社)東北経済連合会 

食・観光グループ 櫻庭 電話：022-397-6528 
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（添付資料） 

1 東北経済連合会のこれまでの輸出支援実績について 

産地 品目 輸出先 年月 量 

青森県 

モモ 

香港 

2021 年 8 月 96 ケース(5～6 玉/ケース) 

2022 年 8 月～9 月 合計 384 ケース（5～6 玉/ケース） 

鶏卵 2022 年 3 月 608 ケース(15 パック/ケース) 

キャベツ 2023 年 7 月 100 ケース（8 玉/ケース） 

岩手県 
キャベツ 

香港 

2023 年 7 月 300 ケース（8 玉/ケース） 

2023年 8月～10月 
合計 800 ケース（200 ケース（8

玉/ケース））/週（全 4 週） 

米 2023 年 10 月 
432 ケース（10 袋/ケース、2Kg/

袋） 

宮城県 

サツマイモ 香港 

2021 年 2 月 300 ケース(10kg/ケース) 

2021 年 4 月 300 ケース(10kg/ケース) 

2021 年 11 月～

2022 年 3 月 

約 120 トン（10kg/ケース 

約 12,000 ケース） 

2022 年 11 月～

2023 年 3 月 

約 100 トン（10kg/ケース 

約 10,000 ケース） 

2023 年 11 月～

2024 年 3 月 

約 80 トン（10Kg/ケース 

約 8,000 ケース） 

魚肉ソーセージ マレーシア 

2021 年 10 月 22 ケース(40 パック/ケース) 

2022 年 9 月 22 ケース(40 パック/ケース) 

2023 年 9 月 8 ケース（40 パック/ケース） 

キャベツ 香港 2021 年 11 月 630 ケース(8 玉/ケース) 

仙台牛 台湾 2023 年 7 月～ 12 頭/月 

秋田県 枝豆 香港 2022 年 9 月 50 ケース(20 袋/ケース) 

山形県 
メロン 香港 

2019 年 7 月 300 ケース(5 玉/ケース) 

2021 年 7 月 48 ケース(5 玉/ケース) 

2022 年 7 月～8 月 合計 500 ケース（4～6 玉/ケース） 

2023 年 7 月 合計 480 ケース（4～6 玉/ケース） 

啓翁桜 香港 2023 年 2～3 月 合計 245 ケース（20 束/ケース） 

新潟 メロン 香港 2023 年 7 月 50 ケース（4 玉/ケース） 
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2 東北経済連合会の輸出事業の概要 

 

【輸出事業の位置付け】 

・東北経済連合会では、「ポストコロナ・5 つの提言」に掲げる「提言 4．農産逸品の輸出

拡大」に向けて取り組みを展開している。 

 

・輸出拡大は、人口減少下で地域経済の縮小が見込まれる中、東北・新潟の基幹産業の一

つである第一次産業の活性化により、所得の向上や雇用の確保を図り、地域経済の活性化

に資するものと考えている。 

 

【事業スキーム図】 
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【参考 1】九州農水産物直販株式会社について 

会 社 名 九州農水産物直販株式会社 

代 表 者 代表取締役 小田 保（元九州経済連合会 農林水産部長） 

所 在 地 福岡市博多区博多駅前 2 丁目 12 番 10 号 

設 立 2015 年（平成 27 年）8 月 28 日 

資 本 金 1,890 万円 

業 務 内 容 農産物、水産物、畜産物及びその加工食品の販売及び輸出入業ほか 

株 主 
JA 宮崎経済連、（株）麻生、九州電力（株）、（株）九電工、エスジ

ーグリーンハウス、日本通運、三井住友信託銀行 

 

【参考 2】日本ハム株式会社について 

会 社 名 日本ハム株式会社 

代 表 者 代表取締役社長 井川 伸久 

所 在 地 大阪市北区梅田二丁目 4 番 9 号ブリーゼタワー 

設 立 1949 年 5 月 30 日 

資 本 金 362 億 94 百万円 

業 務 内 容 食品の製造・販売等 

事 業 所 
自社農場：151 ヶ所、製造拠点：87 ヶ所、物流・営業拠点：260 ヶ

所、研究・検査拠点：3 ヶ所(2023 年 4 月連結） 

上 場 市 場 東証プライム市場 

 

                                     以 上 


